
※若井昭二議員から一般質問の通告がされていましたが、本会議当日欠席のため、会議規

則第６１条第４項の規定に基づき、若井昭二議員の一般質問は行われませんでした。

令和４年第１回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 １ 質問者 若 井 昭 二 発言

時間

答弁を

求める者質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 道の駅の整備につ

いて

令和４年度町政執行方針で、町長は「月形

町地域拠点施設整備等審議会に諮問をしてお

りました道の駅の整備につきましては、審議

会のご意見に沿い、町民保養センター等の改

修に合わせて道の駅も開設できるよう準備を

進めてまいります。」と記載している。

道の駅整備については、３月末に審議会か

らの答申を受ける予定であるが、執行方針で

は答申を受けているような表現であり、また、

議会との十分な議論もなく記載していると考

えるが、どのような経緯でこのような記載を

したのか伺いたい。

３０分 町 長



令和４年第１回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 ２ 質問者 東 出 善 幸 発言

時間

答弁を

求める者質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 旧月形学園の跡地

について

最北の少年院として、旧月形学園は収容人

数の減少と施設の老朽化により、令和２年３

月末日で廃止となった。

旧月形学園は、町の誘致により昭和４８年

に「月形少年院」として開庁され、主に１２

～２３歳を収容し、早期の更生が見込まれる

少年を対象にした短期過程の施設で、収容期

間は原則６カ月以内であった。

現在、既に建物は解体され、雪解け後に整

地され工事が完了となり、その後、法務省か

ら財務省に移管されると聞いている。

（１）施設跡地の敷地面積は82,502㎡あるが、

この土地の活用等について、国から相談等

はあったか。あったとしたら、どのような

内容か。

（２）相談等がない場合、この広大な土地を

無駄にしないためにどのように活用してい

くか、町としても検討する必要があると思

うが、町長の考えを伺いたい。

３０分 町 長



令和４年第１回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 ３ 質問者 松 田 順 一 発言

時間

答弁を

求める者質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 軽費老人ホーム（ケ

アハウス）について

月形町には、特別養護老人ホーム月形愛光

園、藤の園（特養部・養護部）や介護老人保

健施設の月形緑苑がある。

特別養護老人ホーム及び介護老人保健施設

の入所には要介護の認定が必要であり、各施

設とも入所者が安心して暮らせる状況と言え

る。ただ、長引く新型コロナウイルス感染症

のまん延で、人との交流機会や外出機会が減

り、高齢者の認知症の増加や体力の低下が懸

念される。また、高齢化などに伴い生活が困

難な世帯等も増えてきているとのことであ

る。

このようなことからも、居宅で支援を受け

ることが困難な高齢者が入所する施設とし

て、主に自治体や社会福祉法人が運営する軽

費老人ホーム（ケアハウス）があるが、月形

町での必要性について伺いたい。また、経済

的などの様々な理由で困っている高齢者の方

に対して、当町の地域包括システムはどのよ

うな対応をしているか伺いたい。

３０分 町 長



令和４年第１回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 ４ 質問者 大 釜 登 発言

時間

答弁を

求める者質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 太陽光発電施設の

設置に関する条例の

制定について

近年、太陽光発電施設（ソーラーパネル）

が町内に設置されている。

しかし、現在、行政に対して届け出の義務

がなく、土地の所有者と事業者の間で契約が

結ばれ工事が行われているのが現状である。

そこで、本町の景観と生活環境、災害防止、

また、周辺住民との良好な関係とトラブル防

止のため、設置事業の実施に対しては、特に

配慮が必要と考える。

今後、行政として設置及び管理について必

要な事項を定め、指導・助言ができる条例の

制定を検討してはどうかと思うが、町長の考

えを伺いたい。

３０分 町 長



令和４年第１回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 ５ 質問者 我 妻 耕 発言

時間

答弁を

求める者質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 「水田活用の直接支

払交付金の見直し」へ

の現状の課題と今後

の対応について

昨年１１月に国からは、月形町ばかりでな

く北海道の稲作地帯に関わる「水田活用の直

接支払交付金の見直し」の方針が提示された。

水田の水張りが「過去５年に一度も行われて

いない」から「今後５年間に一度も行われな

い」への方針変更はあったものの、交付金対

象水田の「見直し」を行うという。今定例会

では議会より関連した意見案の提出も予定さ

れており、地域にとっても大きな問題をはら

んでいる。月形町は１２月に町内の農業団体

との意見交換を実施したが、月形町として、

現在までの意見集約によって、この問題を課

題としてどのように捉えているのか。また、

「見直し」への今後の対応としては、どのよ

うなことが考えられるか。

２０分 町 長

２ 主要事業等の財政

推計について

今後月形町では、「道の駅」「保養センター

等の改修」「地域拠点施設」「旧ＪＲ鉄道跡地」

や「義務教育学校」といった主要事業と位置

づけている大型事業の計画、推進が予定され

ている。１２月の定例会では、「今後１０年間

の財政推計を作成」との答弁があったが、

（１）その財政推計は、どのようなものであ

るのか。また、その中でそれぞれの主要事業

について、位置づけはどう捉えられており、

事業費や年次計画はどうなっているのか。

４０分 町 長



（２）財政推計の中で、それぞれの主要事業

の借入れや基金などの財源については、どの

ように取り組む予定であるのか。合わせて、

長期に渡る償還のピークはいつで、ピーク時

の主要事業を除く通常事業への影響などは推

計されているのか。将来的に義務的経費は上

昇し、物件費や施設の老朽化による維持補修

費も上昇していくのは明らかであると考え

る。現時点で主要事業を実施していく上で、

起債の償還や基金の減少など今後の財政運営

に大きく影響していくと考えられるが、総合

振興計画などの予定している事業の先送りな

ど、今後の財政運営をどう考えているのか、

伺いたい。



令和４年第１回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 ６ 質問者 楠 順 一 発言

時間

答弁を

求める者質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 議会との信頼関係

について

令和４年度予算で、町は旧ＪＲ石狩月形駅

舎の解体撤去の予算を計上している。しかし

議会では昨年３月の予算委員会での質疑以来

３名の議員から再三にわたって異論が出され

てきたが、一方的な説明のみで充分な議論も

なくここに至っている。上坂町長は、これま

で議会との関係を「車の両輪」に例え強調し

てきたが、その姿勢について疑問が生じてい

る。改めて本件についてのこうした進め方は

議会との信頼関係を損なう恐れがあると考え

るが、いかがか。

２０分 町 長

２ 本町のグランドデ

ザインとコンパクト

なまちづくりについ

て

（１）人口減少と過疎化の進行の中でコンパ

クトなまちづくりが各所で取り組まれ、国も

推進している。その基本はクルマ社会から脱

皮し、歩いて暮らせる生活圏形成を目指す方

向であり、ＣＯ2削減やＳＤＧs推進の時代的

要請にも、本町で今年から取り組む「ゼロカ

ーボンシティ月形」宣言にも合致すると考え

る。以前から指摘しているように、わが町の

中心市街地はその条件が揃っており、クルマ

社会の利便性より高齢者や子ども達が安心し

て歩ける歩行環境を優先すべきと考える。

その意味で、町長は新年度に旧ＪＲ石狩月形

駅舎を解体撤去し町道を新設すると表明して

いるが、こうした時代の流れに逆行するばか

りか、常々町長が唱える「誰もが安心して豊

かに暮せる共生のまちづくり」にも反すると

考えるがいかがか。

３０分 町 長



（２）８月２６日の全員協議会での「主要事

業の推進」でグランドデザインとして赤川地

区を文教エリアと説明していたが、旧ＪＲ石

狩月形駅舎撤去や町道新設よりも通学用歩道

の整備等を優先すべきと考えるがいかがか。

３ 歴史のまちづくり

について

（１）インターネット旅行関連サイトによる

と、本町での観光スポットランキングのトッ

プは樺戸博物館であり、皆楽公園や月形温泉

がそれに続く（旧ＪＲ石狩月形駅は９位）。こ

れを見ると本町は歴史のまちとして認知され

ていると思われ、観光振興による町の賑わい

作りや交流人口の拡大を目指すうえで、本町

の強みである歴史を切り口に進めることが有

効と考える。そして際立った名所や景観がな

くとも、わが町は歴史や古い町並みを大切に

して「懐かしさ」「やさしさ」「あたたかさ」

を感じてもらえるまちづくりによって、観光

振興や交流人口増加に止まらず、住んでもら

えるまちづくりにつなげられないかと考える

が、いかがか。

（２）その意味でも昭和１０年から８５年間

わが町の中心にあった旧ＪＲ石狩月形駅舎を

樺戸博物館とともに歴史的な遺産として活用

することが、まちの心意気を示すシンボルに

なりうると考えるがいかがか。

（３）旧ＪＲ石狩月形駅舎の存廃については

鉄道ファンに限らず町内外の関心が高く、他

地域の例を見ても民間活力の活用により、国

も推進するＰＰＰ（官民連携）による運営管

理も可能となる。時間がかかったとしても、

それがまちづくりの新たな担い手の創造にも

繋がることも期待される。その意味で今回の

町の方針はそうした可能性の道を閉ざすこと

になると考えるがいかがか。

４０分 町 長




